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シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会
の
報 

告 
 

 

９
月
１０
日(

日) 
神
郷
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
校
区 

シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

結
果
報
告 

１
位 

田
の
上 

 

２
位 

白
井 

 
 

 

忠
魂
碑
作
業
ご
協
力
の
お
願
い 

 

日
時 

平
成
29
年
10
月
22
日 

８
時
～
10
時 

内
容 

忠
魂
碑
広
場
の
草
刈
・
樹
木
剪
定
等 

Ｂ
・
Ｅ
ブ
ロ
ッ
ク
自
治
会
の
皆
様
３
～
５
名
の
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
神
郷
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
） 

 

 

神
郷
俳
句
教
室 

 
 

新
米
を
一
斗
袋
の
ま
ま
供
ふ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

加
藤 

ミ
ド
リ 

 

射
る
夜
空
雲
も
黙
視
や
星
の
恋 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

加
地 

清
子 

 

雲
の
峰
老
し
漁
師
の
無
精

ぶ
し
ょ
う

髭 ひ
げ 

    
   

   
   

   
 
    

佐
々
木 

俊
行 

 

葛
の
花
山
を
背
負
ひ
て
父
祖
の
墓 

    
 

 
 

 
 

 
 

 

永
易 

千
鶴
子 

 

梵
鐘
一
打
余
韻
の
残
る
風
の
盆 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
好 

寿
恵
子 

杜 も
り

昏
る
る
幾
千
の
蝉
眠
ら
せ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

村
上 

生
子 

 

眼
下
に
海
墓
参
の
空
は
秋
め
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

安
藤 

由
子 

 

一
人
来
て
父
を
偲 し

の

ぶ
る
墓
参 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

市
川 

由
紀
子 

 

炎
天
下
白
球
追
っ
て
甲
子
園 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岩
崎 

俶
昌 

説
法
や
鈴
虫
寺
に
和
尚
か
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

内
田 

八
重
子 

 

十
薬
を
束
ね
干
し
た
る
軒
の
下 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
野 

美
重
子 

秋
う
ら
ら
泡
の
よ
く
立
つ
洗
車
剤 

阪
上 

史
琅 

 

神郷公民館 
 46-1181 

koukou@city． 

niihama.ehime.jp 

 神郷校区の人口 
人 口  10,025人 
（男）   4795人 
（女）   5230人 
世帯数   4535世帯 

平成29年3月末現在 

 
 

神
郷 

 
公
民
館
だ
よ
り 

 

 
 
  

人 

権 

標 

語
（
神
郷
小
）  

や
さ
し
さ
が 

い
っ
ぱ
い
あ
る
子
に 

な
り
た
い
な 

 
 

 
 

 
 

 

二
年 

永
易 

航
季
（
こ
う
き
） 

み
ん
な
で
わ
ら
お
う 

に
こ
に
こ
え
顔 

 

た
の
し
い
学
校
の
は
じ
ま
り
だ 

 
 

 
 

 
 

 

三
年 

矢
野 

晃
誠
（
こ
う
せ
い
） 

 

観 

月 

祭 

の 

報 

告 
 

 

９
月
８
日(

金) 

神
郷
公
民
館
駐
車
場
に
お
い
て
神
郷

い
き
い
き
友
の
会
主
催
の
観
月
祭
が
催
さ
れ
、
約
２５０
名

の
地
域
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。 

か
つ
お
と
昆
布
の
だ
し
の
き
い
た
い
も
た
き
に
今
年

は
お
餅
も
入
り
、
途
中
に
は
尺
八
と
お
琴
の
演
奏
も
あ

り
、
美
し
い
調
べ
を
聞
き
な
が
ら
の
い
も
た
き
は
格
別

で
し
た
。
後
半
に
は
散
田
在
住
の
神
野
洋
行
さ
ん
に
よ

る
ギ
タ
ー
の
ラ
イ
ブ
が
あ
り
趣
味
の
域
を
超
え
た
す
ば

ら
し
い
演
奏
と
歌
声
に
感
激
し
ま
し
た
。 

終
わ
り
近
く
に
満
月
が
顔
を
出
し
、 

素
晴
ら
し
い
秋
の
夜
長
と 

な
り
ま
し
た
。 

  
 

 

 

 

防 

災 

訓 
練 

の 

報 

告 

９
月
３
日
（
日
）
神
郷
小
学
校
体
育
館
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
約

２００
名
の
地
域
の
方
の
参
加
で
連
合
自
治
会
主
催
の
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
新
居
浜
市
北
消
防
署
さ
ん
に
よ
る
は

し
ご
車
避
難
体
験
訓
練
が
行
わ
れ
、
地
上
か
ら
小
学
校
屋
上
ま
で

は
し
ご
車
の
梯
子
を
約
２０
メ
ー
ト
ル
伸
ば
し
て
２
名
ず
つ
３
組
の

方
々
の
救
助
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
最
大
４０
メ
ー
ト
ル
の

は
し
ご
を
伸
ば
し
た
状
態
も
見
学
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
間
近
で
は

し
ご
車
を
見
る
の
は
初
め
て
で
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
体
育
館
で
は
今
年
初
め
て
い
き
い
き
友
の
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
新
聞
ス
リ
ッ
パ
の
講
習
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ど
の
訓
練
に
も
皆
さ
ん
熱
心
に
取
り
組
み
、
神
郷
校
区
の
実
情

に
あ
っ
た
有
意
義
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
協
力
し

て
下
さ
っ
た
川
東
分
署
、
神
郷
消
防
分
団
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

はしご車 

避難体験訓練 

天ぷら火災消火実習 

 

煙体験 
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郷土の偉人 村上桂策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

松神子の大足
おおたら

智
ち

姫
ひめ

神社の玉垣の中に、「村上桂策」と刻

名された一回り大きなものがあります。 

 村上桂策は、嘉永4年（１８５１）新居郡郷村（又野）

に生まれ、早くから村会議員になり、明治14年に愛媛県

会議員に当選、以後6期連続当選して23年まで在職し

た。そして、23年9月に本県最初の貴族議員に選出され

30年9月までその職にあった。 

 明治憲法は、衆議院と貴族院の二院からなる議会を置い

た。公選議員からなる衆議院に対して、貴族院は、皇族議

員・華族議員のほかに勅任議員として多額納税者議員など

によって構成され昭和22年まで存在した。 

 村上桂策の成長期は、まさにわが国の激動の時期であ

り、政治情勢は諸外国からの内国干渉等、いよいよ複雑化

してきていた。嘉永6年（1853）アメリカのペリーの来

航だけでなく、ロシアもフランスも通商を求めてきてい

た。国内では尊皇攘夷の論が巻き起こっていて、大老井伊

直
なお

弼
すけ

の「安政大獄」となり、「桜田門外の変」と続き、幕

府の勢力が急速に衰えていくことになった。 

 この地方は、西条藩主十代頼
より

英
ふさ

の時代であるが、頼
より

英
ふさ

も

海辺防備のため浜辺に大砲を据えつけたり、垣生海岸で大

砲発射演習を行ったりした。折から江戸時代最末期にあた

り、幕府もますます権威が低下して諸大名への睨みも利か

なくなって、薩摩・長州・土佐藩などに京都の公家たちが

入り交って倒幕運動の血なまぐさい事件が相次いで起こっ

た。また、文久2年8月の横浜の「生
なま

麦
むぎ

事件」をきっかけ

として尊皇攘夷が盛んとなり、国内騒然として不安な日々

が続いた。 

 こうした時期、幕府と薩長など倒幕軍との戦いが続く中

で、慶応3年（1867）12月に十五代将軍徳川慶喜
よしのぶ

が大

政奉還、そして明治となり王政復古の大号令が発せられ

た。天皇を中心とした新政府が誕生し、版籍奉還・廃藩置

県・身分制度の改革と徴兵令・地租改正など近代国家の建

設に着手した。このような改革を明治維新と呼び世の中は

大きく変わっていきます。 

 そのような中で、地方自治制度も着実に改革されてき

て、明治11年（1878）に府県に公選議員からなる府県

会が置かれ、続いて13年（1880）に区町村に公選議員

からなる区町村会が設置される。そのような過程で村上桂

策が村会議員・県会議員を勤めたのであります。 

 そして村上桂策は愛媛県初めての貴族議員となり、中央

政界に進出、公家と交流、特に勝海舟、あの江戸のまちを

戦火から護った事件・西郷隆盛と直談判し江戸城無血開城

を成し遂げた幕臣の勝海舟と親交が深かったと言われてお

ります。村上桂策は明治30年（１８９７）までその職に

ありましたが、地方においては、当時の煙害問題の解決に 

奔走するなど郷土の繁栄振興にも努めており、その名と功

績は郷土の偉人として歴史に残っています。 

    お知らせ 

10月16日（月）に行われます太鼓祭り集会につきまし

ては公民館報号外に詳しく載せてありますのでご覧くだ

さい。 

 
１０月（神無月）の行事予定  

  

１日（日）8:00～  手みやげ事業      神郷公民館 

２日（月）10:00～  子育てサロン      〃 

19:00～  安全安心部会          〃 

           健全育成部会      〃 

            環境美化部会            〃  

３日（火）13:30～  文化祭検討会      〃 

４日（水）19:00～  運審会         〃 

６日（金）13:30～ 見守り推進委員会    〃 

19:30～ 子供育成会定例会    〃 

７日（土）19:00～  老人クラブ定例会    〃 

１１日（水） 19:00～ 社協理事会         〃 

１６日（月）9:00～  太鼓祭り集会     神郷小学校 

１９日（木）19:00～  民協定例会      神郷公民館 

２０日（金）9:00～  ママ友講座       〃 

２３日（月）9:30～   高齢者講座男の料理   〃 

19:30～ 連合自治会長会     〃 

２７日（金）13:30～ 読み聞かせ反省会    〃 

       〃   芸能発表打ち合わせ会  〃 

２９日（日）9:30～ 校区グラウンドゴルフ大会 神郷小学校 

３１日（火）19:00～ 文化祭全体会     神郷公民館  
 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

祝 金婚式 
 金婚式とは、結婚50年たった夫婦が行う記念の祝いで

す。金婚式には金色の輝きを得た豊かさという意味がこめら

れています。今年度は下記21組のご夫婦が表彰されまし

た。おめでとうございます。いつまでもお元気で仲良くお過

ごし下さい。 

 

散田  佐光 義範・律子  大森 弘・好子 

中郷  柴田 正治・黎子 

下郷  河村 誠一・幸枝  木俵 修正・弘子 

白井  山本 晴正・規子  小野 健・千代子 

田の上 山下 政美・アツ子 平田 精一・寛子 

    堤 正・マユミ   明下 教成・征子 

落神  矢葺 康彦・一美  近藤 敏夫・立美 

    小野 猛・由美子 

松神子 中尾 貢・良美   高橋 敏男・鈴子 

松神子団地 渡部 一夫・妙子 

      島本 末満・八恵子 

又野  日下部 武・福江 

西楠崎 明智 唯好・綾子 

多の坪 田坂 律智・由利子 

  

    防犯愛媛より 
全国地域安全運動10月11日（水）～20日（金） 

全国重点目標 子供と女性の犯罪被害防止 

       特殊詐欺の被害防止 

愛媛県重点目標 侵入窃盗の被害防止 

        自転車盗の被害防止 

10月11日は「安全安心なまちづくりの日」 

 
 


